
アセスメント・プラン

目的

DPを達成するための体制をつくり実行すること。DPの達成状況を把握、検討し、達成に近づ

ける。またDP・CP・APを継続的に検討する。方法にあたっては以下の2点にポイントをおく。

①学習成果・教育効果を可視化し対応する。

②成績評価を厳格（妥当性・透明性・客観性・公正性）に行う。

図　アセスメント・プラン実施体制
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